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マ
七
夕
ま
つ
り
か
搭
わ
る
と
い
よ
い
よ
暑
い
友
一
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
供
た
ち
が
持
ち
望
ん
で
い
ム

マ
る
揮
し
い
変
体
み
で
す
。
で
も
、
結
日
む
ろ
む
ろ
し
て
、
き
っ
乙
と
を
脅
が
な
い
手
県
に
曙
を
た
て
る
お
母
ム

マ
ゐ
:
さ
ん
も
多
い
ζ
と
古
し
よ
う
a

ま
た
、
お
父
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
難
族
帯
仕
に
心
身
を
す
の
J

捕
ら
す
悩
み
多
ム

マ
量
挙
節
か
も
し
れ
ま
せ
ん
@
し
か
し
、
菅
世
年
の
非
持
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
き
、

ζ
の
憂
休
み
己
モ
、
ム

マ
宇
品
の
し
つ
け
や
家
議
教
育
の
あ
D
方
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
ま
め
る
大
切
な
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
ム

マ
:
か
羽
子
棋
た
設
が
友
一
体
み
を
義
則
定
l
y、
送
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
た
だ
言
に
い
と
患
い
ま
す
ム

-"、

え同

ぇh

「
わ
が
子
一
が
ム
ー
ど
こ
で
何
を
や
っ
て
い
る
か
ご
存
知
で
す
か

「
わ
が
子
」
が
つ
き
あ
っ
て
い
る
友
達
を
ご
存
知
で
す
か

「
わ
が
子
ん
の
即
服
装
や
持
ち
物
の
変
化
に
は
注
意
し
て
い
ま
す
か

「
わ
が
子
」
の
態
度
や
言
葉
使
い
の
変
化
に
注
意
し
て
い
ま
す
か

「
わ
が
子
」
の
お
こ
づ
か
い
や
夜
遊
び
に
注
意
し
て
い
ま
す
か

生年3

金
活
、
醗
閉
館
な
ど
に
は
、
保
護
者
か

め控

保

護

者

か

艇

開

制

し

た

責

任

あ

る

成

人

と

半

間

伴

の

一

埼

ム

ロ

に

限

り

認

め

ら

れ

る

も

の

酔

で

、

友

達

問

中

央

で

は

鞄

力

行

か

な

い

。
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イ
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P
ゐ紳

軍
援
は
生
活
白
鋼
、
憩
い
の
覇
、
子
手
授
に
は
十
分
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
議
事
工
事
望
ま
れ
を
も
ち
ろ
①
刃
物
、
議
類
、
章
、
シ

y
ナ

寧
育
て
白
湯
と
し
て
、
教
青
田
康
涙
で
あ
で
き
る
の
が
変
体
み
と
い
う
こ
乙
で
ん
乙
ζ
ぜ
も
家
庭
が
主
悼
の
共
同
住
活
l
、
ト
ル
エ
ン
な
ど
危
援
物
の
持
ち
揖

切
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
家
庭
教
育
自
あ
す
。
で
す
か
ら
、
単
に
霊
的
み
に
と
が
委
で
す
」
と
、
豪
み
の
過
な
し
告
と
重
量
撃
の
あ
る
選
ぴ
は
絶

ル
り
方
に
つ
い
て
は
、
真
剣
に
間
以
り
組
ま
ど
ま
hb子
、
生
存
問
調
援
に
も
お
よ
ぶ
よ
方
、
あ
り
五
L
つ
い
て
語
し
て
い
た
だ
実
L
屯
U

j

な

け

れ

ば

な

り

ま

ぜ

ん

。

神

奈

川

県

知

う

に

で

き

れ

ば

よ

い

患

い

ま

す

。

を

室

長

富

喜

一

章

受

書

関

の

あ

り

方

℃
事
が
提
唱
し
た
眠
細
部
た
る
教
育
論
議
色
町
た
め
に
は
、
両
親
の
温
か
い
散
防
ゃ
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
家
深
み
を
は
保
護
者
の
指
揮
を
受
げ
る
。

制

な

か

で

も

童

書

Eて
「
子
供
ぞ
豪

3が
必
要
主
り
ま
す
。
ど
の
よ
日
つ
に
過
む
ず
か
、
前
も
っ
て
親
①
菱
自
取
り
扱
い
は
、
注
意
す
る
。

借
し
か
る
べ
き
と
き
に
し
か
患
い
、
と
第
二
に
、
豪
語
、
子
供
の
生
活
主
話
し
合
う
ζ
と
実
現
で
し
ょ
④
道
路
上
で
の
ロ
j
フ
!
ス
ケ
i
ト
、

吋
い
う
こ
と
が
童
吉
る
の
で
は
な
い
わ
場
遂
罪
ら
一
家
庭
に
返
す
重
だ
う
。
子
供
に
豪
語
日
諜

E
b

ロ
ー
ラ
ー
ス
ル
i
、
ロ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ド

げ

か

a
Cれ
が
校
内
暴
力
量
図
で
は
と
い
う
こ
と
で
す
a
端
官
い
う
な
ら
せ
、
そ
れ
を
読
雪
C

ぜ
て
、
続
ト
〈
害
警
は
し
な
い
。

都
」
と
い
う
却
児
期
に
お
け
る
し
つ
け
ば
、
憲
族
と
し
て
由
連
帯
惑
を
育
て
、
理
解
す
る
こ
ム
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
さ
一
水
泳
一

呼
の
重
要
性
中
、
己
れ
と
白
閥
妻
、
字
社
会
長
室
姿
勢
善
玉
己
と
と

E、
重
で
の
宗
室
割
高
確

r
i
l
l
!
i
i
L

制
胃
て
に
は
母
乳
や
添
い
寝
な
ど
の
母
親
い
え
ま
し
ょ
う
。
単
な
る
対
話
で
な
に
喜
、
勉
事
長
!
ッ
、
お
け
い
①
プ
ー
ル
、
豪
襲
帯
指
定
以
外
の

浦
田
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
童
書
官
、
テ
え
で
き
れ
ば
生
活
の
中
耳
目
的
別

ζ
E
Z天
皇
警
護
し
な
鋪
所
で
は
絶
対
に
肱
が
な
い
。
(
平
壇

仰
レ
ピ
震
な
が
ら
ミ
ル
ク
写
一
久
会
主
尚
活
動
、
行
動
を
過
し
た
教
育
作
宮
、
宗
一
つ
白
白
壁
設
定
し
、
章
、
相
笹
川
、
花
木
川
さ

昨
い
お
母
さ
ん
」
に
対
す
る
手
胃
て
…
教
育
用
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
憲
君
主
L
向
か
っ
て
書
室
芸3
2
L
①

需

要

l
ん
で
き
、
r
墨
は
、
必

悦
の
必
要
性
を
号
、
意
見
な
ど
も
出
て
分
担
、
親
子
芸
品
力
ず
り
な
ど
、
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ず
保
護
者
自
許
可
を
号
、
持
げ
る
者

心
い
ま
す
白

9

白

色

。

と

一

緒

に

行

〈

。

融

ま

た

、

父

親

日

投

自

は

「

強

;

翠

鐸

あ

る

重

苦

欝

鐸

震

の

プ

!

ル

ギ

室

長

量弘円ソ

bFFF
咽

4
3
4
F
F
一
字
れ
部
品
苦
手
人
寸
掠
は
、
保
設
者
か
保
護
者
が
信
頼
し
た

し
さ
、
善
悪
の
判
断
を
手
慌
に
教
え
、

置
任
の
あ
る
成
人
と
同
伴
す
る
。

人

症

を

力

強

く

雪

ぬ

い

て

い

る

父

親

地

域

ぐ

る

み

で

愛

室

戸

を

コ

1
q
i
4
J

の

う

し

ろ

壁

一

見

せ

る

べ

き

で

あ

る

」

一

交

通

安

全

一

と
い
う
、
強
い
父
親
白
復
帰
を
求
め
た
一
方
、
教
官
番
員
会
指
霊
で
ま
、
る

a

i

l

i

l

-

-

;

}

i

。
交
通
規
制
を
守
り
、
道
路
白
横
断
は

も
の
や
、
家
母
L
お
け
る
夫
婦
問
門
慌
が
子
供
白
夏
休
み
の
過
と
し
方
に
つ
い
て
④
外
出
す
る
と
き
は
翠
辱
L
行
き
先
や
横
断
#
送
、
指
議
掘
を
制
両
用
す
る
。

肝
心
で
あ
る
な
ど
、
家
庭
教
背
白
霊
夢
択
の
よ
う
に
生
活
指
導
を
し
て
い
ま
帰
宅
時
刻
を
告
げ
、
許
可
を
得
て
出
か
∞
自
転
車
は
安
全
に
緩
備
し
、
横
断
走

性
に
つ
い
て
の
穏
免
が
唱
択
い
で
い
ま
す
。
学
校
に
よ
っ
て
は
内
容
が
少
し
変
け
る
。

7
こ
注
意
す
る
。
〈
子
供
だ
け
由
連
乗

す
。
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
変
体
み
が
⑤
夜
、
友
達
間
士
で
の
外
出
や
宿
泊
は

D
、
二
人
乗
り
は
し
な
い
〕

そ
れ
で
は
、
主
体
み
を
い
っ
た
終
わ
っ
て
か
ら
、
登
校
拒
否
主
主
絶
対
し
な
い
a

③
道
路
喜
に
定
め
ら
れ
て
い
手

い
ど
う
遍
と
し
た
ら
よ
い
の
か
、
ど
フ
思
立
ち
賠
め
る
と
い
う
ζ

と
の
な
い
よ
⑤
知
ら
な
い
人
に
請
わ
れ
た
り
、
曹
に
六
諸
未
満
の
オ
ー
ト
バ
イ
の
迩
転
は
結

子
供
と
接
し
た
ら
よ
い
白
か
、
教
育
研
ぅ
、
親
は
も
ち
ろ
ん
地
壊
の
方
々
も
、
乗
れ
と
い
わ
れ
て
も
行
か
な
い
。
対
に
し
な
い
。

均
所
目
先
生
に
お
開
き
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
次
自
ζ
と
を
守
っ
て
い
る
⑦
公
園
や
校
庭
等
の
人
気
の
な
い
所
で
司
J
ベ
リ
斗
け
J
l
j
j
i〈
J
J

S
事
の
よ
う
に
学
校
教
習
は
、
か
む
協
力
主
願
い
レ
ま
す
。
の
一
人
遊
び
は
し
な
い
。
に
沼
津
守
晴
海
1
ーゲ一

日
以
十
時
四
位
向
日
日
出
山
内
一
箱
詰
H
U
U
1は、

J
詰
紅
白
開
封
書

ド
訪
日
料
品
川
凶
器
M
J
M
m伴
昨
日
U
U
U
お
れ
一
一
川
浩
明
邸
側
出
以
u
u
u
u
m
恥
計
十

回
的
を
も
ち
、
計
画
を
立
て
、
自
ら
の
②
小
学
生
は
名
札
を
つ
け
、
中
学
生
は
降
パ
チ

y
コ
癌
に
は
絶
対
に
入
ら
な
き
、
夏
休
み
を
説
と
ヂ
の
対
話
む
期
間

現
力
で
成
し
遂
げ
る
喜
ぴ
を
持
つ
、
自
牛
護
福
を
所
持
す
る
a

ぃ
。
モ
む
抽
選
融
揖
(
イ
ン
ベ
i
ダ
!
と
し
て
、
有
窓
義
に
過
む
一
す

-4っ、いが

主
的
な
話
語
、
主
体
的
な
行
動
の
揚
が
③
服
装
は
華
畏
に
な
ら
ぬ
よ
う
注
意
す
ゲ
ー
ム
や
ポ
!
日

y
グ

調

な

ど

)

、

散

け

た

い

も

由

℃

す

。

:

T
A
r
A
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市
民
体
謹
白
部
花
最
前
で
、
三
百
八
マ
主
な
月
見
学
先
花
登
巾
内
、
花
巻
ま

十
年
の
耽
史
を
も
っ
、
壮
大
で
け
ん
ら
つ

b
、
中
尊
寺
、
毛
越
寺

ん
な

w花
巻
去
っ

P
が
聞
か
れ
る
。
マ
ふ
れ
あ
い
事
業
コ
I
ス

ζ
の
祭
り
は
、
十
五
色
白
山
車
(
だ
①
郷
土
民
話
手
づ
く
D
「
忍
ぴ
腕
」
コ

し
〉
に
五
十
留
悼
の
艶
踊
り
が
、
ま
た

l
ス
募
集
人
員
加
人

百
合
的
樽
み
乙
i
u
に
千
人
の
花
巻
ぽ
や
②
自
需
に
き
つ
づ
み
「
ぷ
ど
豆
狩
D
」

し
議
り
が
市
内
に
操
り
出
し
、
盛
去
に
コ
ー
ス
募
集
人
員
犯
人

行

ー

知

れ

る

。

①

郷

土

地

強

学

醤

コ

1
ス
募
集
人
員

ζ
白
花
巻
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
、
体
聾
お
人

の
郷
ふ
れ
あ
い
事
業
と
し
て
「
花
婚
し
い
ま
④
楽
焼
き
「
瀬
山
線
」
コ
i
ス
(
翼
費

つ
り
と
寝
北
新
幹
線
の
旅
」
を
行
う
己
負
担
〉
葬
桑
人
員
犯
人

と
に
な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
ι

な
ふ
れ
あ
い
マ
葬
業
期
限
七
斥
三
十
一
日
(
土
)

車
業
を
計
図
し
た
白
で
、
ぜ
ひ
と
希
望
た
だ
し
、
各
コ
1
ス
と
も
先
着
属

の
コ
ー
ス
へ
申
し
込
み
を
。
マ
応
募
先
市
地
壇
づ
く
り
一
課
内
・
市

マ
期
日
九
月
五
日
(
毘
)
か
ら
九
月
民
体
嵩
む
揮
ふ
れ
あ
い
事
業
実
行
盤
国

七

百

(

火

)

ま

で

会

事

務

局

(

噂

話

お

一

一

一

一

肉

親

マ
宿
治
花
巻
温
烹
「
干
融
関
一
一
一
六
一
-
一
)
、
書
加
費
用
者
添
え
で
申
し

マ
事
加
曹
用
大
人
一
人
間
方
四
千
円
込
会
を
。

た
だ
し
、
六
日
展
企
は
各
自
負
担

~ 

合
連
百
軒
腐
紙
上
壱
報
道
吉
れ
て
い
る
ょ
っ
に
、
青
少
年
目
非
行
は
増
加
の
一
途
菅
た
ど
っ
て
お
D
、
昨
年
会

古
一
年
開
会
嬰
議
場
さ
是
非
符
少
年
は
、
一
万
八
千
一
一
一
百
三
十
四
人
と
遇
去
最
高
室
輯
と
な
っ
て
い
官

会
る
。
得
議
事
れ
た
少
年
の
非
特
内
容
宮
串
る
と
、
友
引
告
や
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
み
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ム
U

A
M
-
e

滋
び
裂
発
行
の
増
加
が
自
立
っ
て
い
る
。
そ
ζ
で、

ζ
目
よ
ー
つ
に
増
加
す
る
少
年
申
吐
行
に
歯
止
め
を
か
け
る
ι

官

会
ζ
と
を
質
的
と
し
て
、
哲
三
日
か
ら
一
か
湾
問
に
白
た
D
「
費
少
年
者
非
行
か
ら
守
品
会
国
強
調
方
簡
」
食

会
連
動
が
実
施
古
抗
品
。
ま
た
、
市
背
少
年
諜
も
五
土
ハ
押
立
度
目
平
塚
市
青
少
母
相
談
筆
か
島
見
た
「
非
行
の
合

会
提
錨
」
聖
公
費
し
だ
そ
し
て
非
b
u
終
間
生
L
市
民
の
み
な
さ
ゐ
の
協
力
検
呼
び
か
け
て
い
る
プ
女

平
車
市
青
少
年
相
談
室
が
発
表
し
た

「
青
少
年
計
持
」
由
特
融
は
、
か
つ
て

は
思
い
も
よ
告
な
か
う
ー
た
寵
庭
内
暴
力

市

長

繍

談

窓

お

…

一

一

一

内

線

二

九

一

品

。
人
権
法
樟
摺
談
「
7
月
初
百
〈
火
)
、

8
月
3
5
(令市〈〉

。
行
政
苦
晴
栂
談
{
刊
日
記
町
1
日月時

。
一
般
法
揮
穏
談

8
月
5
臼
(
木
)
、

8
月
初
白
小
中
ハ
〉

予
約
制
(
寝
謡
曲
で
も
可
〉
、
日
記
問
i
m時

。
宅
地
頭
物
相
談

7
月
幻
自
〈
火
)
日
時
f
r崎将

予
約
制
問
(
電
話
で
主
可
〉

〈
〉
受
認
、
棋
託
、
澱
薮
稽
該

8
月刊
M
百
(
金
〉
‘
刊
同
時
5
日四時

。
住
宅
桶
相
談

7
月
泌
日
〈
火
)
同
日
時
1
お
勝

。
下
一
璃
取
引
怨
留
品
っ
せ
九
務
談

7
月
間
山
白
〈
木
)
お
縛
泊
分

j
M山時

。
定
例
年
金
諮
問
蹴

8
月
刊
品
百
〈
木
〉
問
時
1
お
碍

。
一
融
市
民
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
白
時
正
で
。
日

曜
祝
日
は
除
〈
)

。
…
晶
韓
仕
草
崎
穏
談
毎
週
金
曜
日
、
お
時
j
均
時

。
韓
関
明
曙
軍
特
許
制
制
緩

B
R
9
5
〈
月
〉
閉
山
時
1
お
時

車
問
少
年
穆
談
窓
〈
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
)

M
掛
!
七
一
一
一
一
一

月
よ
議
白
9
時
5
話
時
十
纏
日
は
日
時
ま
で

一
積
社
会
舘
お
一
一
一
昨
一
一
一
一
一
一
一

。
心
配
ご
と
晶
相
談
毎
週
月
曜
百
円
第
五
世
琴
、
〉
お
時
j
お
時

〈
〉
母
子
治
緩
症
週
月
j
金
隅
臼
9
時
i
話
路
初
分

。
家
庭
児
盛
田
畑
談
毎
週
月
1
金
贈

5
9時
i
m時

。
高
齢
者
職
難
制
相
談
毎
選
月
く
金
閣
臼
9
時
お
分
1
施
時

土
曜
百
は
ロ
時
ま
で

描
開
市
会
開
向
調
談

7
月
幻
自
〈
金
口

刊同時
1
謁
時

平
謹
駅
北
口
交
番
前
パ
ス
の
中
で
相
談
を
受
け
る
。
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有司書 4重重
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色告訴
32255 
会需主司会会

一吉ーた使

喜需主主主f
奇警貝皐手主

将軍言2
2雲弄之久

fl己記
. ~ゼる i f普j
妥量霊 lAl
i訂貯
一一〈平妻怯安 売芸品三十れ

君!合;高吟長重要 毒誌高富翌

五j長li芸員長 f詰悲喜

ij語;1i151iz;持
z i…i匂時計じ 一 間 賞

十主主主十 昔懸 奇又柔あ~ITl量
量万三重会喜一究員 有量二買富義
♀て業空宅慈の十、 一書三十務況

主上望室上向普天嘉 早建白会史書

!日fiiiiiiiiiii
せ責片言。討会事iE39 

由
梢
費
的
経
曹
は
吉
凶
十
九
曜
八
千
二
酉
的
経
費
措
百
一
一
一
十
五
億
三
平
八
十
七

百
六
十
七
万
円
で
揮
出
由
一
一
一
九
'
八
%
万
円
で
一
一
一
五
・
九
軒
と
な
っ
て
い
る
。

と
な
り
、
普
通
通
設
事
業
曹
な
ど
の
一
揖

昭
和
志
十
七
年
一
}
一
月
末
現
在
的
市
有

財
産
は
、
一
千
六
百
九
十
回
同
国
三
千
五

:
百
十
六
万
円
と
な
っ
た
。

ζ
れ
は
、
前

絵
図
〈
九
月
末
)
公
表
し
た
価
格
に
比
べ

潤
一
一
一
十
五
語
一
平
六
百
八
十
八
万
円
の
増

臆
と
な
っ
て
い
る
。

中
山

ζ
の
う
ち
、
土
捕
に
つ
い
て
は
、
頭

町
無
不
燃
物
最
終
相
官
分
場
用
地
、
仮
群
第

沖
三
金
相
一
中
学
校
街
地
、
東
部
結
社
会
館

い
用
地
等
由
取
揮
に
よ
る
増
頑
と
、
土
地

成
田
売
り
払
い
に
よ
る
減
額
そ
差
し
引
き

完で
九
揺
五
千
九
百
ニ
ム
ム
ハ
万
円
四
…
増
と
な

鳴
っ
た
。
ま
た
、
建
物
L
つ
い
て
は
、
棋

牒
岳
中
学
校
校
舎
、
勝
涼
小
学
校
校
舎
、

瑞
宮
の
前
住
宅
な
ど
む
新
説
興
等
に
よ
る

お
増
嶺
と
、
木
造
校
告
の
取
り
ζ
わ
し
等

に
よ
る
棋
額
と
を
差
し
引
き
、
二
十
四

盟
八
千
百
九
十
三
万
門
の
増
と
な
っ
て

い
る
。

消費的経費とは 人件費や学校、公共施設などを維持

管理していくのに必要な費用。

投資的経費とは間十年も使う己とのできる施設亡例

えば学校とか道路〉をつ〈るのに必要な費用

5憾4，892万円

3億6，420万三3
41骨 7，239万円

2摺5，155万円

6槽 3，688万円

16槽仏 795万円

2嬉1.187万円

4憶5，588万円

2情 9，878万円

10億 4十693万円

4鰭 3，290万円

7摺 8，474万戸3
11檀 4，876万円

1億1.624万下弓

〈単位千円〉

I識 出】 予算環額構成比

輯金費 381.894 1.0% 
総務費 3，623，947 9.6 
民生費 6，495，220 17.3 
帯 生 費 3，620，175 9.6 
労働費 279，384 0.7 
農林水産業費1， 196， 929 3.2 
商工費 492，784 1. 3 
土木費 7，751，423 20.6 
消防費 1，483，724 3. 9 
教育費 8，931， 515 23.7 
公憤費 2，125，806 5ゐ7
諸支出金 509，967 1. 4 
予摺費 749，157 2.0 
災害復!日費 1.616 0.0 

E輯 入1 予算現額構成比

市税 20，351，536 54.1% 
地方譲与税 292，017 0.8 
棋蝿施設利用税交吋金 64，∞o 0.2 
自動車取得説交吋金 371. 000 1. 0 
地方交吋税 15，265 0.0 
交通安全対構特別交吋金 30，323 0.1 
分担金及び負担金 393，369 1.0 
使用制及び手数制 523，961 1.4 
国嵐支出金 4，429，921 8 
県支出金 1. 232， 658 3. 3 
間接収入 407，364 1. 1 
寄吋金 48，551 0.1 
鶴入金 14，005 0.0 
韻鵠金 1， 425， 656 3. 8 
諸収入 4， 534， 333 12. 0 
市 慣 3，509，古関 9.3
歳入合計 37，643，541 1曲。 描出合計 37，643，5411∞。

8月713
T有E完全Zンター潟辺滋路

午 棲5時から告時三去で

今年は市箆休聾の郷こ指定した岩苧県花巻

市と静岡県天域楊ク島町fも出窓ずる。夕涼み

がてらと家族とき}轄にお出かけを。

。出鹿内容野菜、果実、魚介類、菓子等の

卸売、体建築の郷コーナ-(1i>虫曹演、南部せ

んぺい、わ古び等の如苑〉、市民のみな吉 ε

んの手作D品など 語家

事務潟地域づく慨 23-1111肉離抑え

古生活崩壊づくり

公営住宅建設事業

文イ叱巴公語関菌ほ7カう
公共下ガ京〈道整鯖事諜

都市下水路整備事業

向 Ilj.排水路盤情事業

道路新設改良事業

照無不燃物最終処分場用地関収

し尿処理施設滞情事業 (55-57)
会福祉社全理場づ〈り

i仮税、東部福祉会館撃情事業

老人福祉投助費

障害者摺祉扶助費

民間環育所委託扶助費

生活環護技助費

潤[Jj金百出張所庁舎移転新築事業

会教育文化環境づく担

各小学校フρーノレ務備事業費

勝旗小学校校舎新増築事業

花水小学校給量調理室新築事業

仮称第4超小学校用地質収事業

慌岳中学校校舎新改築事業

佼称第3金鳩中学校校舎新提事業

ク 用地質収

中央公民舘新築事業 (55-57)
須賀公民館新改興事業

整時品 C魁箇〉購入費

太陣中学校夜間煎拐施設整賄事業

古屋藍韓経済環壊づく思

正吾161街共I旬撞設設備罰補助事業

農村組合盤情(モデルコ事業

営悪護団地整備事業

土地改良事業

漁港豊富備事業

古都市覇境づ〈白

街路整錆事業 9億5，747万円

真田宮北金白土地区画監理調査等蚕託制 3，635万円

363万円

2憶 8，035万円

2惜3，635万円

1録3，097万円

7，985万円

5樟2，423万円

3惜8，881万円

lC億 8，自64万円

16樟6，654万円

1髄 625万円

5，000万戸3
4，958万円

3，164万円

払 014万円

7，693万円

5樟2，部3万円

3，500万円



Z金正Ei也m の 一部

F月16日 寺田縄町内会

7月178 鮫島町内晶、長期町内会

Z童豊田地1R1
7月198 平等寺自治会、重量子輔自治金

手T閤木自治会、小嶺自治会

7月初日 豊中自治会、宮下自治会

西宮I自治会、本宿自治畠

E向崎地震1
7月白 期珂む自治会、舟崎沼治金

7月22臼 丸島自治会、大畑自治会

7月23周 辺海地自治晶、入山輔自治虫

市営照時住宅自治虫、

上の入 自治会

7 J'l 26 臼 ~28日 ふじみ野自治虫

7月28臼王御住自惜金

E措車地寝室3
7月29日 韓所自治会、下島自治金、

下島第一部地自治会

7月30日小鍋島自治金

下島第二沼地自治会

7月318 大島自治会、大島百五潟自治会

E噛内地区1
8 J'l 28~3 臼横内自治金

呂J'l48 横内団地逮合自治品

窓際自治虫

E神 EB地1R1
8 月 5 日 ~6 日大神自治会

8J'l9日 罰村揮 一自治企

8月108 沼村第二自治会

8月11呂 田村第三三自治会

植 竹 団地自治会

8月12呂 罰村第鶴自治会

8月13日 臼村第五忠治虫

臼村団地宮治合

8月14日 田村第六呂治虫

マ
:
五
万
ニ
土
ハ
暴
露
か
れ
て
い
た
市
議
金
六
月
定
例
議
二
貧
土
留
に
審
議
案
え
間
金
し
ち
議
会
絵
、
昭
和
五
十
六
ム

マ

年

議

緩

義

b
越
し
の
報
告
毒
む
均
翼
緩
襲
撃
条
例
の
一
襲
涯
、
ア
事
務
員
震
の
締
均
一
般
会
許
補
正
予
欝
な
ど
ム

マ
:
十
一
一
案
件
が
提
案
書
れ
審
議
由
滋
罰
、
原
案
ど
お

p~可
決
戸
五
た
。

明
鱗
統
務
瀦
次
線
型
載
し
の
報
告
〕

等
に
遇
品
目
的
を
取
り
付
け
る
。
そ
し
て

そ
四
一
遊
間
践
に
、
瀦
読
物
ま
た
は
遺

品〈物
γ

と
し
て
撤
去
す
る
。

畳

現

住

1

駅
前
周
辺
に
放
設
し
て
い
る

例
U欄

開

方

は

も

す

ぐ

持

ち

帰

り

を

。

ち

自

転

車

駐

車

場

は

み

ん

な

の

も

由

、

持命

的

白

人

む

た

め

に

も

正

し

ミ

一

綬

ζ

う。

批
璃
夜
、
釈
前
周
辺
山
肺
訴
翠
さ
れ
た
日
な
恕
窓
妨
げ
る
要
因
由
一
つ
と
な
っ
ま
士
、
訳
周
辺
白
自
転
車
駐
車
識
の
収

お

転

車

や

オ

ー

ト

バ

イ

で

い

っ

ぱ

い

だ

。

て

い

る

。

喜

重

量

主

る

一

の

で

、

鮫

に

近

U
J

そ
れ
に
、
出
回
転
車
制
崩
事
に
は
怯
溺
な
そ
こ
支
計
図
謀
で
は
、
昨
昨
日
L
引
き
い
人
は
健
福
峨
む
た
め
に
も
棋
と
う
。

一
炉
事
館
と
な
鈴
、
富
一
ら
に
増
加
す
る
傾
向
続
輩
、
今
年
も
次
の
と
お
り
長
期
間
放

i
i
o
l
i
o
-
i

曜
に
あ
品
。
こ
の
た
め
、
訳
周
辺
の
進
路
獲
し
て
い
る
自
転
車
等
合
撤
去
す
る
乙
義
務
止
む
た
め
、
自
転
車
に
丈
夫

闘
争
広
舗
な
ど
に
多
数
の
自
転
単
等
が
無
と
に
な
っ
た
。
な
カ
ギ
世
間
叫
D
付
げ
、
紡
級
品
高
齢
そ
し

締
秩
序
長
か
れ
、
奪
事
車
由
連
行
事
、
八
月
四
呂
に
自
転
堕
駐
車
場
玉
三
。
自
転
車
に
住
所
、
氏
名
者

向
則
自
碍
曹
と
な
っ
て
い
る
。
内
と
駅
間
同
辺
に
波
零
C
れ
て
い
る
自
転
必
玄
記
入
し
て
キ
く
ζ
と。

ま
た
、

ζ
田
中
に
は
、
長
期
間
使
用
車
@
オ
ー
ト
バ
イ
の
す
べ
て
に
注
意
札
防
犯
笠
鋸
に
つ
い
て
は
、
平
塚
駒
閣
議

事
れ
て
い
な
い
も
の
が
か
な
り
昆
受
け
を
取
り
付
け
る
。
芋
b
に
一
週
間
接
、
向
者
か
自
転
車
販
宛
民
へ
お
什
子
ね
を
。

あ
れ
、
そ
れ
が
串
転
車
駐
車
場
自
ー
有
効
放
置
さ
れ
て
い
る
と
廠
わ
れ
る
自
転
車

ま
ず
初
滋
消
火

地
慢
が
起
き
、
た
ら
、
ま
ず
火
由

始
宋
を
し
よ
う
。
万
一
出
火
し
た

場
合
は
、
初
出
掛
の
う
ち
に
火
を
揖

す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

火
が
出
て
、
カ
ー
テ
ン
ぬ
よ
猿
真

なと一
L鼎
ゆ
え
格

D
、
天
井
に
火
が

つ
〈
毛
で
二
、
一
一
一
分
か
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
相
期
消
火
は
、

出
火
し
て
ベ
か
天
井
に
燃
え
移
る

ま
で
を
き
安
に
仔
之
し
か
し
、

子
れ
以
前
に
刺
激
授
の
強
い
臭
い

や
、
短
が
書
く
出
る
と
き
は
早
め

に
融
緩
す
る
ζ
k石
川
必
婆
で
あ

る。
習
設
か
ら
、
潤
火
の
準
備
介
担
問

火
め
万
法
廷
内
却
っ
て
お
昔
、
い
苦

と
い
う
と
者
ほ
初
期
消
火
に
努
め

て
、
火
事
の
晃
生
学
防
む
つ
。

市へのご意見や望書袋、苦情など

があったらお気軽にお出かけを。

B軍設見学会ば、市内の施設を見学し、市政への理解を

深めていただ己うという笠宮で僚催しています。書加無

担、ただし、昼貴は各自詩書。

・と 五 雪 … 翁 (;)1:)

@7 汚 15日 1鎮静~21時金ー沼会民家宮

串 7 汚29810時~l盟時下山下自治金館
骨 y' 14f時~l部寺坂罪悪自治金賞宮

母? 19時 ~21時怒恐 E毘総

申書J'l 58滋時~l茸時広 )11 余震霊宮

串'"務時~21時中久保公民館
申書丹IOBl銃時~21時間輯金銀総

主盟主益 広報燦広務昂 霊童章者

の
議会号待分

解 散161時ひろ
-応 夢事 a往復ハガキに住戸号、墓参加特望者全員自民名

年齢、電摂津番号を記入し、 7Jl26日仁丹〉までにと申

し込んでください。(先着5む名〉

援申し込み 「平254平境市浅間ffiJ9-1 平家市役所

広報課広報係J 電話23-1111(肉親315)

τな予ま笠コース 市役所~①書銭湯 ③盟主欝鯨 (50周年記念

殴E誼鐙箆〉 ③指模J!jお岸鰐宋処理場 ③東部務富社会

重富由薄荘〈昼貴〉 ①大神環境構el'セY三党一 ⑥粗大

とみ草壁際処理場 〈空電々公社中華訂司~市役所



なマしこの程量子吾豊富兇とともに大空へ227古市民!こ市制50暦年畳迎えたよろこび吾諮る右!IIf肯盛轄しも、ハー宅エーで、市制50燭年のよるとび奇襲現

ゐ ι令 匂毛語、 伊仏三 ν 叫 〈一、 ρ 巳「

も賂利の揖づ〈自§お力添え奇いただいた方々と、総合公簡の〈も'flちをする石川市畏

A fIIl'[亀一一 ー…吟も

引事 :委

， 

市内小学生!こよる審諜パレー仇若さがはじ廿てる

とき ? 
午後 7時 3師会およげ務姶

雨3廷のときは8月 1日 E自〉に

ところ 潟商議来(格模Jlli'守口〉

Jiの夜の風物詩として好評の平車花火大金者平壇

八景の持者晴樹来で行います。む家族色一緒にお出

力事貯を包

Of童謡おどザパレード

・時罪悪 午 後6時から

'場所平壇信用金盟須罵恕t!5前からピーチシ
窓ツブ揖まで。
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・
市
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の
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念
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、
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れ
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な
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れ
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で
、
市
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、
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町
木
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行
わ
れ
、
市
警
周
年
へ
白
新
た
な
震

の
選
定
二
国
民
霊
由
制
定
な
と
、
数
多
彩
顔
始
し
た
。

〈
の
記
五
議
業
主
行
っ
て
吾
た
が
、
六
月
ま
た

J
M月
七
日
か
p

程
、
平
嬰
υタ

二
十
九
百
に
は
、
穏
民
感
輩
社
刻
ん
戸
記
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
五

念
碑
白
除
幕
式
、
一
二
十
日
に
は
、
総
合
公

書室でも自由に策j帝できる。
きない。輔自は軟式廃車、
トン、卓球、パスケット。

球、軟式凝球自ラケット、三ノャ
は各自持容とする.

7 Jl26滋 (月〕午後1時~話器寺
草月雪国(丹〉 グ

草苑2313(月〉 グ

誠軟式テニス13時 --161暗までa

パレーは16時-2窃翼手まで.

なお、運動〈てコ E上ば君3と違憲軍出ので章

る駿轄を酔加するζe.
趨当 樟帯霊累 積霊童茜31一試蕗串



~ハ小説文学~

代表作時代小説昭和57年度

日本文装家筋金編

土曜日の騎士 佐木経三

日本傑作推理12選 E'クイン編

燃えた筏館 山村美紗

信長の担母 向井景子

梅雨前輯 揮暁子

務自の王子 黒岩重量寄

時の援 中村光夫

空、見た子とtJ' 野田秀樹

名門余講 情京一行

野獣の東南 徳間洋

へ一軍庭生活~

ハチミY鍵康法 渡辺辛

家庭護護の知識 j/i軍事務子

生ジュ}スで鍵療に強〈なる本

飯壇律子

収納便利帳 藤井利子

伴って味わうお茶の本

fFって食べようなっとう白本、みそ

む車、とうふの本

~一 社金制学、その他-

ニュートY 荻農証明男

議かなり 山本書富治

関いの沼々 谷口実哲郎

時刻表と遊ぶ 齢JII車二

花影の腕月続 米沢寿葉子

戒考録増補新瓶 曽野綾子

子どもが書いた離婚の;本

エDック・ローフス線

写真はζ う撮れ 否顕和様

ズパ1)/天気予報 テレピ朝日

シングル・マザー 地上千秀子子

ノレア~アィッシングのすべて

飯壇文夫

ゲィスコンティの選香撮影篠山紀信

安らかな死由ために 若林一美

-鵠設時間は13時30分tJ'ら14時30分まで。ただし、

ふじみ野問地聾畠所は14時から15時まで。封印は

15時から16時まで。

・隠天りときは中止となる。次聞のとき利用者.

平
理
税
轄
面
帯

電
点
田
辺
!
一
回
δ

。

9月 5臼、 128
9J'l58、12臼
9J'l5日

9Jヲ128
9J'l9臼、 12日
9月128
9月 58
9月 5日

9月 58
9月12白

月 5臼

月12日
月 5日、 12日

9月12臼
9月 58
9月 5日

8 J'l29日
9月 5日、 12日
9月12日

市民スポ-y広場

互王領Ir台高校ほか

見附台体育館

江陽中学校

市民スポ-y広場

伊勢原射撃話語

パーノレレーン

軟式庭環境

見附台武道場

平塩競輪場

平塩商業高校

児同封台体育愛官

市民スポーツ広場

rr陽中学校

移動密望書館あおぞら号臼程

揖晶公民館 I 7月15日、 29臼、 8月12日
民間蹄公民館 I 7月15日、 29日、 8月12日
高金沼公民館 I 7月初日、 30臼、 8月13日

ふじみ里子白地集金所 I7月17日 次翻は 9月

こt震小学校 I 7月初日、 8J'l3呂、 17自
民吉沢止民館 I 7月初日、 8月 3日、 17日
商松延ノj母親 I 7月21目、 8月 4目、 18日

金目IJ将;t捜 I 7月22臼、 8月 5缶、 19日
出みずほIJ学校 I 7月228、 8月 58、19日
演万沼貝塩市営住宅 I 7月23日、 8J'l6呂、 20日
海宝寺 I 7月27日、 8J'l10白、 24自

民豊田公民館 I 7月27日、 8J'l10日、 24日

夜間村ちびっ子広場 I 7月288、 8月11日、 25日

崇蕎小学校

桃浜庭球場ほか

桃誤弓道場

中印は正式種呂、 φ日目は疋式種目で個人戦もある。

印は公館種目く樽点の対韓にならない〉

輯竪藍盟諸麟
山由一~γ夏休みのこ明'1ill!ま~一点ーっ

7 J'l21日 E京)- 8 J'l29日〈臼) ~ 
-貸出護、事曙察、学聖書室藍

火~金曜日 9時ヘ 17時50分
土、呂輔自 9時 -16時5日分

.ζ ども室

火~日瞳日 9時 -16時50分
*7月138tJ'ら8月初日まで、酔考室吾、

学習室藍は指定席併jになる。定数以上田入

室はできないのでと了承在。

合体輯8 毎週月曜日

官館事害賠 平254浅関前12-41電話31-0415
-期日 8月11日仁木)-13日〈金) 3日間

・対象小学校 6年袋、中学生

'申し込み 7月318までに往復はがきで。

す夏休みのプラネl'')ウム

I一般E入場切特は、当日、投獄時間の2
時 閣3日分前から発時ずる。

投 影5 ・京、木曜日 14時
-土瞳臼 13時40分、 15時
.s盟日 10時30分、 13時30分 : 1宇手づくむ工作教室

rBll体3回悼で観箆を精霊童される方は、 7 親子でベタク虫、コロコロ、ゴム銃などを

尽部までに申し込みをe 汁下ってみよう。

投影日 ・京、木、土曜日 11時 j・8時 8 J'l22日〈臼)1世帯-1器時

域然観察入門講座 jtz土器ZJCF〉 58人〈岬生だ

「貝化石畳調べようJ 材輯費興費

・臼時 7月30日、 31日、 8J'l3日(3沼間)・持委参ずるもの はさみ、カッター、昼貴薄

9時-161時 ;食休貧富認 毎週月曜日

・場所大磯海開および大船舟近 :食膏企年金鎮守254浅額貯12-41電話32-702吉

-申し込み 7 J'l20日までに往復はが君で。

大還を売る会「月簡をJiょう」

-日時 7月29臼仁木)18時 -2昨時
場 所 斜学教室藍〈委参加自由〉

交夏休み自由研究相談会

考古、歴史、民倍、地盤、天文、葉婿につ

いて、研究の相談、指導を行う。

・務自 7月27日ぴ0、 S月27日〈金〉

・時間 1邸時-15時
会休館日額遜月曜Eヨ
'"槽鞠棺干254浅鶴舞J12-41窓緩31一朗15

'*映2富会
・8J'l8日〈呂)1四時、 1必時

「地下水道j由黒 1∞分。国際的注目を築

めているポーラ:>'1'"白アンジェイ・ヲイダ監

督 2作自の作品，. 1957年カンヌ朕臨祭審査員

特別賞者受賞している。

会こども挟E霊会
• 8月158(自)1器時、 1必時

「ピッピ目新しい菌検Jカラー88分。 11:ソ
狩グレ}ジ原作を際主霊化した長調闇沼議劇。な

んでもで量る不思輯な古田子ピッピ田活縁。

会夏期持軍IJ.Ii塁

「堀田起こ容れた平理J

縄文時代か創立じまる各時代自滋跡湿

・期間 7月208(ソピ)-8Jl29日〈日〉

・金場特別腫示室

会書己意書毎捷 「古代の四之宮についてJ
-日時 8月 18(8コ14時
・講師社合教育課文化財担当職員

会昔日意購潤「平綾市の埋蔵文化財についてJ
・日時 8月 88(日)1問時泊分

・講師市文化財保護軍委員 日野一郎民

食総意樟験学習会 「土擦を作ろうJ



欝申し込み 費軍務カ斗止が書で保健セ

ジ占-(中箆34-17、包括34-{)311

〉へ.

離擁護麟轟醸譲覇襲轟轟欝議離
調会場倒臨書セY丘一

麹受吋午後1時-2時

覇軍母子鍵厳守当幡本冊・別婦、輩記局

員者持参参 (3か月児は京掲のみ、

[3か汚泥1
5月 4日 57年 4fl1日-10自主主
8月18日 57年 4flll日-20日生

8月25臼 57年 4月21日-30自主主
[3揖兇1
8月 5日 54'草6月 1日-10日生

8月19日 54卑 6月11日-2日自主主
8 fl26日 54'年 6月21日-30日生

韓麟饗聾鑑轟轟量

8月中に 8か月から満 1裁になる

お子吉んを封書提に関心

爾会場平揮楳健所講皇室

劉日時 8月13日午按1時，30分から

趨母子鍵鹿芋授と筆記用具を持番

生横10か月から12か月未満の揮ち

ゃん7引受ける鍵鹿診断。〈わしい乙

とは平器保健所 (32-0130)へ.

繍母子健康苧幌支主婦・出腕と畢記用

具を持事

7月208 56年 1fl21日-31日主主

8fl3日 56年 2月 18-15自主主

濁翻陵長竃~甜E髭:ì:~義盟瞳

覇軍対韓満 1歳までの蔀ちゃん

翻受付午前9時30分-1臨時30分
留母子健康苧曜を持番

7月15日大野公民館

7 fl22白 神間公民館

8月 3日 土慮公民銀

8月12日 横内団地舞金主畠

8月19日 豊自公民主官

量聾日穏 8月 2回、 9日、 16自、 23
沼

機岳境保健センター

盛時間午棲1時3日分-4時

溺母子鰭議手帳と箪記用再を持番

みやかわゅうた

宮}Ir 雄太ちゃん
官明石町30-4 平壇信用金車電

子計算課にお勤めの宮I11弘さん

(29歳〉と弘乃さん (24歳〉の長

男。混在10か月半で身長71叩、障

重量lOkg、56年 8月31日生まれ。

さっぱりしたク旦ク1J:a買は、お

じいちゃんの好み。はいずるζ と

はできないが、 8か月で伝え揖き

をした雄太君、ピーんが大好きで

いつもおじいちゃん由蝕むピ…ノレ

在勤けている。今は、夜泣きも車

業し、営I1際のアイドルだ。

t 草書f雀盆、 《応事事》官製はが吉に住所・父母の民名・赤ちゃんの
〈券集〉名まえと生年月日・親む年齢・電話番号・父親白職業

を欝いてお出しください。対畢は 1年未満白罪ちゃんです。応募された
はがきは、毎月初日 (20日開閉までコに締切lJ、鐙丹田広報紙に掲載し
ます。掲載した罪ちゃんには、言己t写真と掲輩広報紙1口部を穫し晶げま
す。 く今月の応夢事者は38人でした〉
盟晶てラモ・干254商 mror9番 1再・早場市広報課赤ちゃん葬襲冊。

・前期 待前9時30分-1l時30分 )へ。主治医の許可を得てから委参加

妊娠7か月までの方 :をa

・捜期午桂 1時30分-4時

妊娠 8iJ>月以土白方

密日程 7月16日、 8月13日
綴母子健軍手中島とスラックスを持参

麹申し込み電話かはがきで揮健て

ンタ-(中患34-17、電話34一切311
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7月から夜開診療を開設

一一一休日急患診療所一一

言参瞳割自・内斜、小児割、円斜

(tt8急患診醍所〉

ー産踊人制〈在宅〉

詩梗受付時間 午接7時-1口時30分
手松原公民館

二日産車拡八時

l 初f臨センター

タ llH 'c 惣 βほとL~耳1 盟行ヨ乏A\':食宮
1-' 121弓 中原仕上t館 : (_....r.:t原公民館

? 13日 J大目色ミ氏自1 大野之社説官

1 午前の部副主9時30分-1l時、午憤の部は 1

時30分-3時 30分。。日}の金場では、柄環器検診を行

う。その他の地rgは、次号でお知らせする。

民 8月 5日白鐙山寺は下馬八幡神社に変わった。

関輯 1鋼 0 ・3感受ける

・封書展 2議(24か月〉から 4競 (48
か月〉までの幼児。なお、接種間隠

は 2国 3聞とも 3遜聞から 8週間。

翻鋪2務・ 1回受廿る

・対事長揮1拐の3回呂が終わって

から 1年以上1年 6か月以内の期間

に受ける.なお、揮1期を早めに受

げて、第2識もなるべく 4緩までに

終了するようにしていただきたい。

[7 fll 
28日 金自公民館、中原公民館

誠関崎公民館

29日 神田公E諸官、高金回公民館

国棋島公民館

30日時鍵セン次一

離韻輯髄曜謹襲撃
額対韓接捕当毘に満12か月を経過

して72か月未満の幼児峨

鱒撞穣方法開業復・病践で年間

(7-8flを除く〉を通じて接種で

きる。接種臼は監部とと相談を。

綴料金無棋

盤持番ナるもの 母子健11>買苧帳、探

検吉正

轟轟藍覇器購撞襲
機会場探鍵セYタ一

線時間(前期・控期の 2@]受ける〉

住民検診の
月日 丁一五一一三「

7月16日| 広 111神社社務所

タ 19日 j 長持町内会館

ク 208 1 山下回地集会場

ク 21日，(;;)金自公民館

?- 22日 ItlT'公民館

9 23日| 平車市漁業協問組合

ク 26日 l乗蓮寺

ク 27日 !コ7也ゑと R 食宮

タお日| 東中綴住宅襲会場

タ 29日; 掴)融会館

8月 2日| 代宮町児童図書館

v 3日4 浄心寺

v 4臼; ふじみ野山地語会場

ク 5臼 i 下m，八隅神社 }二冊蹄公民館

v 6臼 j花水台母子工ぞ

タ 9日| なでしこ会館

タ 10日| 相内円1地集会場

酒田自棒、同
こ。み集積場所はごみ寸て場では

ありません。燐り近所で注意し

あいましょう。

ごみは収集当Bの戟8時3c分ま

でに。

捨てればごみ、分ければ資源

燃えるとみ白中こぴん、かλ類は絶

対に混入しないでください。びんや

かんは、簡潔むみ四回収に出しまし

ょう。

認さ詰環壊帯生輯務課

11!11!11111111111111111!111111!11111111111111111111111111I111111I11111111111111111111111111111111111111I1111111111 

孝久

住居表示区域!こ新築改築される方

。申請書は市民草案住民登録係に用意してあD

ます.

0申請書〈住居番号吋番申請書〉幸市民諜慾

口に提出してください。

。住居番号は「住所Jと名のつ〈すべてのも

のに使用される大切なものです。

国詳しいととは、市民課〈電話口23-1111
内輯230)へお問い合わせを.
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。
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。巡回日程 7月17日 C土〉出時-12時中原公

民食事・ 1車時-1:>掃 車中原住宅襲金場/7月21臼

E京)1窃時-15時 臼産車部〈樺)/7月24臼
〈土)10時-15時神田公民館/7月26日〈月)10 
時 -12時石理研究所柄 13時-1:>噂岩井金蝿工

業/8月 B C'i<) 10時~刻時平援市中央農協

/8Jl5日(;{<;)む時-15碍平塩市役所/8月

初日びく〉均時-1茸時横揖日産モ}ター平塚霊苦

難所・ 13時-15持神柴山県農協教育センター

~~、ハ;::協力哲がとうございました一一~ハ

日産サニー湖南販売〈京社)36本、回草壁サニ」

湖南販兜仁田村営難所)342伝、大東化学工業32;2転
、八重量樽本舗15本、大野躍広自治晶44本、なでし

ζ支援互自治会組本、富士見地区61本、鼎立五嶺ヶ

台高校 168:本、東海大学 321車、横摂ゴムて掛〉

532本

中競 培小学校 2年生以上

。締め切担 8月 14BC:土〉
φ申し込み開青少理課帯成係

電 話 23-1111内練505
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